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論  文  内  容  の  要  旨  

これまで経営戦略論，マーケテイング論，あるいは管理会計などの分野において，企業業績を左右する要因に閲し多くの  

研究が積み重ねられている。ところが，企業規模の拡大と活動範囲の広がり，事業内容の複雑化に伴い，専門分化した個別  

的なアプローチにこだわればこだわるほど，企業の全体像はかえって見失われ，見えにくくなるという問題点が出てきてい  

る。一方，現実の企業の側から見ると，経営者がそこで業績を上げるには，企業活動の全体像について簡明カリ統合的なイ  

メージで把握していなければならないはずである。   

本論文における問題意識は一言でいえばこの点にある。すなわち，経営学における全体認識を回復するため，経営学史の  

伝統に分け入り，そこから3つの主要な経営課題を引き出す。これを基にして，企業活動を総体的につかむための3層立体  

構造モデルを立てる。そして，これを単に哲学的な全体認識の域にとどめないようにするため，あるいはそこでの操作性を  

確保するため，戦略と計数の絡み，利益を生み出す仕組みづくりにとくに焦点をあて，その解明を行う。これが本論文が最  

大の課題とするところである。   

第1章はJ．Deanの〟α乃α酢r才αJ且co乃抑7fc∫に閲し，詳細な検討がなされる経営学史的な内容の章である。ただし，それ  

は現代的視点から見た批判的な検討である。本論文の著者はディーンの構想やアイデアを現代の経営に生かす途を一貫して  

探る。こうした観点からいえば，経営学史的な問題に関する著者の論点は多々あるが，ディーンの書における骨格ともいえ  

る利益方程式（売上，利益，費用の関係をどのようにとらえるかから見た式）と長期安定利潤への志向，こうしたことの現  

代費用論への応用としての「コストのつくり込み」に関する論議にとりわけ注目すべきであろう。なお，これらに関する議  

論自体は次の第2章の中で行われている。   

第2章では，現代企業をとらえる著者のモデルである3層立体構造の経営モデルが提示される。著者はこのモデルの現実  

適用可能性を示すため，主として現代の流通企業の例を引き，計数とかかわる現場の事業に基本戦略がどう反映していくの  

か見る。その上で，著者はこの経営モデルの特徴として4点をあげる。次の第3章においても同種の議論がなされているの  

で，これとあわせて整理すれば次のようなことである。①目的優位の体系であること。ここでの目的優位とは，企業活動や  

組織のあり方が目的性の観点から常に問い直される状況にあることを意味する。②こうした意味での目的優位性に先導され  

て，経営理念・戟略と利益追求の高度化が促される。企業はこれらに閲し不断の高度化を迫られる。③そこで，計数と戦略  

の結びつき方を追うことにより，企業活動の統合的な把握が可能となる。具体的には，本章においては理念の違いによって  

利益追求活動のあらわれ方がどう違うかを見る。理念の違いから計数活動の違いがどう生まれるかということだが，ここに  

は道に計数活動が理念に跳ね返っていくという関係もある。この点は本論文のきわめて独自的なとらえ方であり，興味を惹  

く点である。（彰これはまた，経営者の目で計数や現場データを見て，企業活動をつかむモデルとなる。なぜなら，計数に脈  

絡を見出し戦略と結びつけてゆくには，計数や現場データ，企業活動を経営者の目で見てゆく必要が大きくなるからである。   

第3章では，第2章で提示された経営モデルがより洗練した図式のかたちに修正して提示される。これは経営モデルのよ  

り一般的な適用を意図してのことである。この修正・発展モデルの検証事例としては，京阪地域のハイテク企業が選ばれる。  

－1867－   



京阪企業を検証企業として取り上げる理由は，本論文においては必ずしも明示されていない。しかし，本論文がここまでに  

おいて示す論理からすれば，その業績が示す不況耐久性（環境変化への耐久性）と理念的高さによる時間的な耐久性への評  

価にあるといってよかろう。第3章において，著者は経営モデルの特徴と優位性に閲しあらためて5点をあげるが，ここで  

は3層モデルとドイツ経営学との関連にふれ，さらに企業と社会，企業のガバナンスの問題に関して興味深い議論がなされ  

ている箇所があること（161頁から162頁）のみを指摘しておこう。   

第4章はこれまでの検討の応用編である。ここで著者は経営モデルの枠組みを大きく理念・目的と経営戦略，組織・管理  

の3つに分ける。そして，この3区分の中からそれぞれよい会社の条件を引き出す。こうして引き出した11の「よい会社の  

条件」から現実の優良企業，よい会社を拾い出し，それぞれの項目と企業に閲しスケッチ的な解説を行う。ここでは経営ト  

ップの魅力度を外形的に把撞する指標や企業の「若さ」をとらえる指標，市場対応や顧客対応に巧みな企業を外部からとら  

えるポイントなど，全般的に身近な情報と素材を駆使して「よい会社の条件」析出に努めている。   

第5章は終章であり，これまでの議論を踏ま え，今後のあるべき企業像の展望を因っている。著者は21世紀型企業の条件  

として次の5つをあげる。①より高い立場で利益追求を位置づけることができる企業。②ビジョン構築能力を持つ企業，③  

時代を貫く独自な強みを持つ企業。④情報創造により，現場的，実践的に人間能力を活用できる企業。（9社会的使命感が高  

く，個人を生かした柔軟な働き方を取り入れてゆく企業，の5つである。本論文のこれまでの議論を踏まえ，ここで著者が  

あげる条件を備える企業について一言でいえば，地球環境の保全と調和的な関係をつくり出し，それがまた独自な強みにつ  

ながる企業ということになろう。  

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  

経営学的な観点から本論文における第1の貢献をいえば，これまで会計学や財務の問題として別個の扱いをしてきた計数  

的データにかかわる現場的活動を経営学の問題として正面から扱ったことにある。すなわち，本論文においては，企業の計  

数的活動の側面を単に結果の数値として扱うのでなく，戦略と結びつけた因果的な脈絡で読みとろうとする。あるいは，企  

業の業務活動において扱う計数を単に事業活動の結果として見るのでなく，組織の問題や戦略の問題と結びつくいわば「企  

画計数（戦略計数）」の性格をもつものとして読みとろうという意図に立つ。これは著者の言葉を借りれば，戦略と計数の  

結びつきの解明をとおして，現代企業の生きた動態をとらえるためのものである。著者はこうしたとらえ方の基礎づけをデ  

ィーンの『マネジリアル・エコノミックス』にもとめ，それをさらに3層立体構造モデルのかたちに発展させる。実際，こ  

れまでの経営学においては，業務活動として行う計数的データや，あるいは財務会計的な活動を経営基本と関連させて位置  

づけようと試みはほんどなかったといってよい。この意味で，本論文の先駆性と現実への応用を志向した実践性は高く評価  

されるところである。   

第2にこれと関連して，本論文の経営学史的な分析も評価に催する。本書は経営学史の書ではない。しかし，埋もれた過  

去の業績の中から現代に通じる要素を発見することは単なる経営学史を超えて意味あることである。たとえば，本論文にお  

いては，ディーンの『マネジリアル・エコノミックス』からその骨格ともいえる利益方程式（売上，利益，費用の関係をど  

のようにとらえるかという点から見た式）や，長期安定利潤への志向を引き出す。さらにこうしたことの現代費用論への応  

用として「コストのつくり込み」に関する議論を行っている。利益方程式は，数値的なものの関係式という性格上，あらゆ  

る企業にあてはまる一般性を持つ。その一方で，この関係式においてはそれを構成する主要な変数の歴史的変化も取り入れ  

ている。そこで，現代の市場優位状況に適合する関係式という性格も持つことになる。これは過去の業績の再生に関する試  

みであるが，歴史の比較的浅い経営学の分野において未だ数少なく，この点は本論文の貢献としてとくに評価されるところ  

である。   

第3は，本論文で著者が経営モデノ㌧の意義についてふれるとき再三出てくる点であるが，企業の利益追求について本書の  

体系の中での位置づけ，整理を行ったことである。企業において利益追求活動は，いうまでもない前提であり，その位置づ  

けなどで特段検討すべき点があるとは思われないかもしれない。しかし，そうではない。本論文において示すところによる  

と，今日の利益追求活動はその性格を変えてきており，そのとらえ方においても次のような留意点があるという。①まず，  

本論文においては，利益追求を企業目的達成ための手段ととらえる。これは常識的なとらえ方とは逆のとらえ方である。②  
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利益追求を業務活動・現場活動の面から見れば，資金（カネ）の効率と財（モノ）の効率を一体化したかたちでとらえなけ  

ればならないとする。ここで資金の効率とは，キャッシュフローの追求という側面が典型であり，財の効率とは生産性向上  

の追求という側面が典型となる。③今日の利益追求は社会性と関わるものとしてとらえる必要がある。たとえば，今日の利  

益追求は近時の雪印乳業や三菱自動車，エンロンの事件においてみられるように，私的領域のみで完結する活動でなくなっ  

ている。今日の利益追求は社会性を意識したところで行わなければならない。これはまた，企業の社会的責任，コーポレー  

トガバナンスの議論とも関連してくる。④今日の利益追求は質的に高度化しており，難度が高いものとなっている。これは  

利益確保に関する活動において，顧客の満足度や感動，サービス，あるいは時間・スピードの追求といった質的な要素への  

配慮が大事になっていることを指している。⑤今日の利益追求は迂回的で複合的な性格や複雑さを強めざるを得なくなって  

いる。たとえば，今日の企業にとっては，新製品の開発などの研究開発活動，ブランドの構築活動などのマーケテイング活  

動，さらには売れる仕組みや利益を上げるための仕組みの構築活動が生き残るために不可欠な活動となっている。しかし，  

これらの活動は，直接的な利益獲得への貢献という観点からすると，すべて迂回的な性格の活動である。逆にいえば，今日  

における利益確保は，このような迂回的なプロセスを踏み，複合的な方法もとらないと期待できない状況になっているとい  

える。   

このように経営学における大きな課題への挑戦と回答という意味で，本論文の貢献は大きいが，問題点もある。第1は本  

論文であげる経営モデルの主要要素の定義にやや暖味な点が残ることである。第2はこのことと関連して，経営モデルの有  

効性を示すために挙げられている多くの事例企業とモデル自体がどこまで適合するのかという整合性の問題が残る。第3に  

企業活動の計数的基礎をいうなら，管理会計の企業現場における進展と本論文のモデルがどう折り合えるかという問題があ  

る。第4はこの3層モデルとドイツ経営学の関係についてもう少し整理する必要があるということである。これらについて  

さらに厳密に明らかにされていれば，本論文の価値は一層高まったであろう。   

このように，本論文においても問題点がないわけではない。しかし，本論文で掲げるテーマは経営学においても大きなテ  

ーマである。また，非常に原理的な問題とかかわっている。そこで，企業の全体像を把握する経営モデルの構築や，現代に  

おける利益追求活動の意味の原理的で実践的な考察という本論文の貢献からすれば，上のような問題点はあっても本論文の  

価値が減じられるというものではない。   

よって，本論文は，博士（経済学）の学位論文として十分な価値があると認める。なお，平成16年5月10日，論文内容と  

それに関連した試問を行った結果，合格と認めた。  
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